
現状

制作する考察する

 

「地域の見えない魅力」を新たな面白い体験が生まれる

商品デザインを作る授業の中、伊庭町に住む生徒の

「川から取ってきた鯉を食べる習慣がいまだにある」と

いう調査報告から、「食べてみたい」というメンバーが

集まって調べ始めたのが始まりです。

滋賀県大津市おごと温泉にある芸術大学「成安造形大学」

総合領域総合デザインコースは、「コト」「モノ」「情報」

のデザイン分野を横断的に学び、企画提案力を身につけ、

自らが企画を設計し実践する…そんな学校です。

 

成安造形大学学生主催

「鯉する伊庭っこ」プロジェクト
成安造形大学の総合領域に所属する学生三年生が主催となって、
「伊庭特有の暮らしを全国に発信し、伊庭内部のコミュニティを
活性化させる」ことを目的に結成されたアートプロジェクト集団

私たちは…

普段は「体験を作る」デザインの勉強をしています

「鯉が食べたい」がきっかけでした

調査する

伊庭町の水路の特徴は川魚と人の共存にある

調査した結果、川の中で育てて食べる循環する食文化に、

伊庭の水路での生活の魅力であるという発見をしました。

この発見を面白い形で活用することにより、日常だった水

路での暮らしがわれつつある現状を変えていけるのではと

思い、授業が終わった今も継続する形で活動しています。


